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春号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.16

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

静岡地域・地区拠点事務所オープン
全労済住まいる共済が発売
「もったいない」を「ありがとう」へ変える
勤労者福祉事業連絡会議

第10回 チャレンジ 川柳表彰式
福祉基金協会からのお知らせ
ALWF

（株）静岡ユニオントラベル

皆さんも毎日の
ワンクリックで社会貢献は

いかがですか？？
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　全労済では、2月1日から従来の火災共済・自然災害共済が「住まいる共済
(新火災共済・新自然災害共済)」として新しく生まれ変わりました。
　組合員の皆さまのご要望やニーズにお応えするために、保障内容の充実や
建物構造区分の見直しの実施、新たな特約やタイプの新設などを行いました。

「住まいる共済(新火災共済・新自然災害共済)」が発売されました

　建物構造区分を従来の「木造・モルタル等」と「鉄筋コンクリート」の2区分から、「木造構造」「鉄骨・耐火構造」「マンション構造」の
3区分に見直しました（すでにご加入の皆さまには、「建物構造の確認のご案内」を差し上げております。ご確認のご案内の時期は、満
期日や取り扱い団体によって異なります）。新設する「マンション構造」は、「鉄骨・耐火構造」よりもお手頃な掛金となります。また、マン
ション構造には「マンション構造専用風水害保障なしタイプ」を新設し、さらにお手頃な掛金としました。

　大規模地震のときにも、より確実に共済金をお支払できるよう、総支払限度額を引き上げました。また、損害認定区分を見直し、現
行の3区分から「大規模半壊」を加えた4区分へ変更し、よりきめ細かいお支払ができるようになりました。

ポイント❶ 建物構造区分を見直し、掛金を改定しました。

ポイント❷ 新たな特約等を新設しました。

ポイント❸ 地震に関する保障内容が充実しました。

日常生活や住まいに関わるリスクをカバーするものとして、3つの特約等を新設しました。

■火災共済の掛金
〈旧掛金〉
建物構造区分 年払い

70円

40円

6.0円

3.5円

月払い

木造・モルタル等

鉄筋コンクリート
木造・モルタル等
鉄筋コンクリート

建物構造区分 建物構造区分
標準タイプ 大型タイプ

木造構造

鉄骨・耐火構造

マンション構造

風水害保障なしタイプ

木造構造
鉄骨・耐火構造
マンション構造
風水害保障なしタイプ

年払い

70円

40円

6.0円

3.5円

30円 3.0円

25円 2.5円

月払い
年払い
90円 8.0円
50円 4.5円

月払い 年払い
130円 11.0円
75円 6.5円

月払い
標準タイプ 大型タイプ
年払い
110円 9.5円
70円 6.0円

月払い 年払い
165円 14.0円
105円 9.0円

60円 5.5円
55円 5.0円

90円 8.0円
80円 7.0円

月払い

〈新掛金〉

■自然災害共済の掛金
〈新掛金〉〈旧掛金〉

　2月1日(日)に静岡市青葉イベント広場にて、住まいる共済発売にあわ
せて「ぼうさい・保障点検フェア」を開催しました。当日は400名の方が来
場し「起震車による地震体験」「非常食の試食」「大道芸パフォーマンス」な
どが行われました。全労済の公式キャラクター「ピットくん」も登場し、大人
からお子さままで多くの方に楽しみながら防災に関する意識を高めてい
ただきました。

住まいる共済発売記念「ぼうさい・保障点検フェア」を開催

地震体験の様子 非常食の試食と災害パネル展示の様子 役職員による街頭でのティッシュ配布 〔静岡県労働者共済生活協同組合〕
静岡県本部

1814B058

全労済の公式キャラクター
「ピットくん」（写真左）と
大道芸人「ココロ」（同右）
によるステージショー

住まいる共済の制度に関する詳細は、リーフレット等でご確認ください。

◆総支払限度額の引き上げ 2,000億円

建物構造区分

改
訂

改
訂

改
訂

近隣への延焼による損害に対応！

類焼損害保障特約NEW
賠償責任が生じる「もしも」の事故に備えて！

個人賠償責任共済NEW
万一の盗難にも安心の備え！

盗難保障特約NEW

▶ ▶2,700億円

被害の程度 1口あたりの共済金
標準タイプ
20,000円
12,000円
10,000円
2,000円

30,000円
18,000円
15,000円
3,000円

大型タイプ
全壊（70％以上）
大規模半壊（50％～70％未満）
半壊（20％～50％未満）
一部壊（100万円超）

3,500億円現行 2015年2月 2016年4月

被害の程度 1口あたりの共済金
標準タイプ
20,000円
10,000円
2,000円

30,000円
15,000円
3,000円

大型タイプ
全壊（70％以上）
半壊（20％～70％未満）
一部壊（100万円超）

全労済からのお知らせ

静岡地域労働者福祉協議会　事務局次長　安 本　寿 夫

静岡市葵区黒金町12-5 丸伸ビル3階
電話：054-269-4628　
FAX：054-269-4629

拠点事務所オープン
静岡地域・静岡地区労福協

　　　　　　3月4日（水）念願であった静

　　　岡地域・静岡地区労福協新事務所

の開所式が、ご来賓や福祉事業団体関係

者、地域・地区労福協役員並びに事務局を

含む25名のご参加をいただく中、執り行

われました。

　新事務所は、静岡労政会館から徒歩１

分、国道１号線と昭和通りが交差する角

地に立地し、向い側には静岡商工会議所

が位置する丸伸ビル３階という、大変便利な場所に設置することがで

きました。

　また、教室形式で最大27名が利用できる会議室を確保し、当地域・地

区労福協の会員（退福協・ｸﾞﾘｰﾝ友の会等

を含む）の利用に資する事務所となって

います。

　なお、事務所の設置にあたっては、（一社）県労福協並びに地域会員のご理

解・ご協力のもと、ろうきん会員の拠出金（地域役立資金）の活用をいただき

ましたが、事務所設置の要望に至る経過としては、旧事務所がライフサポー

トセンター友の会等の団体と共有となっていたことから、友の会としての

セキュリティー管理等に伴うご負担・ご迷惑をおかけしていました。また、

こうしたことは、労福協のみでの事務所利用に支障をきたす状況となって

おり、そのため労福協としての事務局機能が有効的に機能し、地域・地区の

活動拠点となる事務所の新設を要望させていただいたところです。

　こうした状況を受け、開所式では、静岡地域・地区労福協の大石会長から

は、関係各位の協力に感謝申し上げるとともに、皆で大切に末永く利用し、

地域福祉活動の活性化に繋げていきたいと挨拶されました。

また、県労福協吉岡理事長からは、ここからがスタート、全力で活動してい

くことが大切、様々な取組みが多くの仲間を作り、そして社会福祉となって

広範な活動に展開することを期待するとのご挨拶をいただきました。

　最後に、こうしたご挨拶を受け、私たちを取巻く環境は依然として厳しい

状況が続くことが予想されますが、新たな事務所設置を機に、勤労者行政の

充実に向けた活動、各種セミナーや親睦交流の開催、福祉事業団体の育成・

強化等を中心に、労働者自主福祉活動の更なる積極展開を目指していきま

す。

New office opening　New office opening　New office opening　New office opening　New office opening　

New office opening　New office opening　New office opening　New office opening　New office open
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事業推進委員会

Ｇｏｏｄｄｏ
知っている？

何、それ

大丈夫だよ。一度、
 Gooddo(グッドゥ) を
検索してみたら？

※Gooddo（グッドゥ）は
静岡県労福協のＨＰから
リンクされています。

？ ？？

　企業などで安全に食べられるにもか
かわらずに処分されてしまう食料を、生
活困窮者など、本当に食料を必要として
いる人々に提供する、フードバンク事
業。このフードバンク事業を静岡県で広
めるべく、静岡県労働者福祉協議会の呼
びかけにより、フードバンクふじのくに
が設立されてから、約10ヶ月が経ちま
した。
　県庁で記者会見を行い、華々しくその
活動をスタートしましたが、事務所開設
当初は食料が集まらず、依頼にもなかな
か応えられない有様でした。
　しかし、次第に食品企業さまからの寄
贈が増え、静岡県労働者福祉協議会によ
る「米一合運動」や、各労働組合を通じて
の防災備蓄品の提供、生活協同組合ユー
コープによる定期的な食品の寄贈、静岡
缶詰協会との協定の締結、しずてつスト
アのご協力を得た「フードドライブ」な
ど、本当に多くの県民の皆様のご協力を
いただき、これまでに約17トンの食料
を集めることが出来ました。
　いただいた皆様のお気持ちは、県内
25箇所の市役所の福祉課や社会福祉協
議会から約335件のご依頼を受け、明日
の食に事欠く生活困窮家庭のために、支
援をさせていただいています。
　また、県内の障がい者支援施設、児童
養護施設、生活困窮者支援団体への提供
のほか、昨年の10月の台風18号により
多大な被害を受けた方々のため、静岡市
災害ボランティア本部にも食料の提供
を行いました。
　様々なイベントに参加し、メディアに
も取り上げていただいたおかげで、静岡
県でのフードバンクの認知度はだいぶ
上がってきています。しかし、まだまだ
課題も多く残されています。

　当初の想定以上
の食料が集まって
きていることによ
る、倉庫の容量不
足、人手不足、運営
資金不足、輸送の問
題等が主なもので
す。また、利用され
る方からも、「どの
ように利用したら
よいか分からない」
「どこに相談したら
よいか分からない」
等の相談もいただ
いています。
　そのため１月29
日には、市役所・社
会福祉協議会の担
当者さまにお集ま
りいただき、フード
バンクの今後の運
営及び利用方法の
周知・調整のため
「事業推進委員会」
を開催し、貴重なご
意見をたくさんい
ただきました。
　ここまで成果を出せているのも、ご協
力いただいた皆様のおかげであります。
我々事務局としても、静岡県でフードバ
ンクを更に発展させ、共生・安心の社会
作りを目指して、事業を進めて参りま
す。
　また、フードバンクふじのくにでは少
しでもこの事業に興味を持っていただ
いた方のボランティアも大募集中です。
私たちと一緒に「もったいない」を「あり
がとう」へと変える、フードバンク事業
を広めていきましょう！

「
も
っ
た
い
な
い
」を「
あ
り
が
と
う
」へ
と
変
え
る
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
広
め
よ
う
！

　2月16日、ロッキーセンター会議室で勤労者福祉事業連絡会議
が開催されました。この事業連絡会議は勤労者福祉共済会、市町
担当課、労福協、県労働政策課で構成され、中小企業勤労者の福祉
向上に寄与することを目的に年1回開催されています。県内には
16の勤労者福祉共済会（SC）があり、中小企業と大企業との間に
ある「福利厚生事業」の格差是正のために、労福協などが行政に要
望して福祉共済会が設立されました。
　当初は国や県からの補助金によって運営されていました。現在
は市町からの補助金を受け、運営されています。しかし、市町から
の補助金も削減され運営が厳しくなり、共済会の加入率、会員一
人あたりの市町の補助額もバラつきが生じています。

37!!!!勤労者福祉事業連絡会議を開
催

一
歩
前
進

Gooddo

後から、パソコンで
検索してみよう。

Gooddo(グッドゥ) は社会貢献の
ウェブサイトでＮＰＯを無料で
支援できるんだよ。

じゃあ、「フードバンク
ふじのくに」も
大丈夫かな？

Gooddo(グッドゥ) に登録
されているＮＰＯなら大丈夫だよ

ＮＰＯなら
どんな団体
でもいいの

静岡県労福協

勤労者福祉共済会の現状

　県労福協では今回の勤労者福祉共済会事業連絡会議の開催前
に、地区労福協の役員に集まっていただき、県内の福祉共済会の
現状を認識してもらいました。そしてスケールメリットを活かし
た福祉共済会となるよう市町へ要望をあげることをお願いして、
勤労者福祉事業連絡会議に臨みました。

事前会議

　事業連絡会議では岐阜県にある中津川・恵那勤労者サービスセ
ンターの事務局長の塚田孝雄氏を講師に招き「会員2万人を目指
して」の講演をいただきました。
　この勤労者サービスセンターは中小企業勤労者に対する加入
率は34％で、この地域での認知度はかなり高いとの事でした。
　講演の中で、「会員拡大にはターゲットを絞り行事を企画して
いる。女性は10円、20円でも安ければ興味を示すので、女性から
経営者に勤労者サービスセンターのメリットを伝えてもらう。新
規開拓には行政の力を借りて行う方が効率的である。地域の企業
が潤うような企画を行っている。会員の日々変わるニーズをどう
掴むかが課題である。」と話されていました。県内の勤労者福祉共
済会の会員拡大に於いて参考になる講演だと感じました。

塚田孝雄氏の講演

　講演会の後には、「サービスセンターの『これから』を考える」と
言う名目で、各福祉共済会から現状の課題と今後の方向性を報告
していただきました。課題は、「市町からの補助金の削減。会員数
の伸び悩み。PRしても会員増に結びつかない。」との報告があり
ました。一方、今後の方向性では「福祉共済会の広域化、統合」など
の声が多く出されました。
　人口1300万人の東京都には10の福祉共済会だけです。しか
し、370万人の静岡県に於いては16の福祉共済会があります。市
町の補助金が削減される中、中小企業の福利厚生を向上、会員拡
大のためにも福祉共済会の統合を行う必要があると考えます。
　今回の事業連絡会議は例年になく多くの関係者の参加があり、
有意義な会議となりました。

サービスセンターのこれから



R o f u k u k y o  2 0 1 5  S p r i n g  56 R o f u k u k y o  2 0 1 5  S p r i n g

第

　回

　川
柳
募
集
入
選

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

10

お
年
玉
　
ち
ょ
っ
と
貸
し
て
と
　
マ
マ
が
言
い

浜
松
市
西
区

　神
田

　典
子

善
意
の
手
　
借
り
て
被
災
地
　
蘇
る

静
岡
市
葵
区

　蒔
田

　房
子

ネ
ッ
ク
レ
ス
　
金
利
が
重
く
　
肩
が
こ
る

焼
津
市

　岩
田

　さ
よ
子

借
り
た
も
の
　
愛
で
返
す
わ
　
チ
ャ
ラ
に
し
て

裾
野
市

　臼
井

　明
美

お
金
よ
り
　
借
り
た
親
切
　
温
か
い

浜
松
市
中
区

　浅
羽

　清
司

借
り
て
き
た
　
猫
に
学
ん
だ
　
亭
主
の
座

三
島
市

　井
上

　博
正

　県
退
福
協
・
ろ
う
き
ん
グ
リ
ー
ン
友
の
会
県
連
絡
会

は
第

　回
チ
ャ
レ
ン
ジ
川
柳

　2
0
1
4
年

　月
1
日

か
ら

　日
ま
で
「
借
り
」・「
借
り
る
」
の
お
題
で
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
友
の
会
の
機
関
誌
な
ど
で
川
柳

を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

　生
活
観
を
想
像
で
き
る
も
の
か
ら
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

作
品
な
ど
、
2
5
0
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
は
じ
め

　作
品
が
入
選
い
た
し
ま
し
た
。

　従
来
の
審
査
は
友
の
会
関
係
者
が
入
選
候
補
を
選
び
、

審
査
委
員
長
が
各
賞
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
回
は
全
日
本
川
柳
協
会
常
任
幹
事
で
あ
り
、
静
岡
県

川
柳
協
会
副
会
長
で
あ
る
「
今
田
久
帆
」
先
生
に
全
て

の
賞
を
選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　表
彰
式
を
ロ
ッ
キ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
1
月

　日

（
月
）に
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　第

　回
チ
ャ
レ
ン
ジ
川
柳

　

　お
題
「
借
り
」・「
借
り
る
」

【
総
評
】

「
借
り
」「
借
り
る
」
か
ら
何
を
連
想
し
て
自
分
で
ど
ん
な
ド
ラ
マ
を
想
像

し
て
み
る
か
に
よ
り
、
句
が
生
き
生
き
と
し
て
く
る
か
ど
う
か
が
決
ま
り

ま
す
。
連
想
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
あ
ふ
れ
た
ド
ラ
マ
が

展
開
し
、
そ
の
ド
ラ
マへ
の
共
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
余
分
な
言
葉

を
削
り
、
五
七
五
に
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
十
七
音
字
以
上
の

広
い
世
界
が
展
開
す
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（今
田
久
帆
）

1010
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28

11

受賞された方々

　挨拶する
　ライフサポート
センター友の会の
吉岡会長

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

～次代を担う若手リーダーの育成を目指して～

2014年度 『ALWF 地域セミナー』 
　　福祉基金協会の教育事業の一つである2014年度「ALWF地

域セミナー」が、2月6日（会場:沼津「リバーサイドホテル」）、2
月13日(会場:浜松「呉竹荘」)、2月20日(会場:静岡「クーポール
会館」)の三会場に於いて延べ150名弱の参加者で開催されま
した。
　このセミナーの開催目的としては、“自主福祉運動への理解
を得て将来を担うリーダーの育成”と“労働組合及び福祉事業
団体への意識を高め参画と実効を目指す”として、就任３年以
内の役員経験が短い労働組合役員が参加対象です。
　要約すれば、“労働者自主福祉運動の初級編”としての位置
づけをしております。労働組合の役員に就いた途端に「労福
協活動」への参加、そして「労金」「全労済」の取組推進をする
ことが求められますが、なぜ「労福協活動」なのか、なぜ「労
金」「全労済」の取組推進をしなければならないのかなど、事
業団体についての成り立ち・意義などを含め理解していただ
くことです。
　また、日ごろより労組三役の方々であれば、「労働団体・労

●運動小史
戦後の労働者福祉運動の歴史に触れることができ、貴重な
講義だった。先人たちの苦労があって、今の労働者の生活
が実現できていることが分かった。
●労 福 協
フードバンク事業は素晴らしいと思った。機会があれば参
加したい。労福協活動について単組内でも、勉強会やＤＶ
Ｄなどを広める活動が出来ればより理解できると思った。
●労　　金
労働者の為の金融機関であることを、改めて認識できた。ろ
うきんのいろいろなメリットについて知ることが出来た。

講義「自主福祉運動の歴史と意義」

分散会の様子

●全 労 済 
ライフステージに合わせた保障の考え方、保障の見直しの
重要性が理解できた。労働者を対象とした共済事業を行
い、営利を目的としない運営を行っていることが分かった。

全体的な感想としては、①分散会を通じて、他労組の取り
組みについて知ることができ、参考になった。他の単組の
役員も、広報や運営など同じような苦労をしているとい
う事が分かり良かった。②歴史等の振り返りができ、改め
て助け合いの精神の大切さを学ぶことが出来た。③労働
組合活動に組合員が興味を示してくれるよう、歴史や思
想、労金・全労済のあり方をよく教宣していきたい、など、
高い評価をいただきました。

■参加者アンケートの主な感想

■セミナーの講座内容
　　1.　①講義　～自主福祉運動の歴史と意義～ 『静岡県労働者福祉運動小史』
　　　　講師　静岡県労働者福祉運動小史　講師団
　　　②活動報告　～ALWF地域セミナーのみなさんへ～ 『労福協活動について』
　　　　講師　県労福協　事務局長
　　　③講義　～静岡労金からの提案～ 『ろうきんの活動と制度について』
　　　　講師　静岡労金職員
　　　④講義　～全労済からの提案～ 『生活保障設計運動について』
　　　　講師　全労済静岡県本部職員
　　２.分散会＆ワークショップ
　　　　分　散　会　　～ 自己紹介・講義、活動報告を受けての懇談&意見交換
　　　　ワークショップ～ 「運動小史・労福協」「労金」「全労済」について考察
　　３．交流会

福協・労金・全労済」など地域で他労組の方々との交流場面が
いくつかありますが、役員就任年数が短い執行委員の方々で
すとそのような場面も少ないと思いますので、他労組役員の
方々との意見交換と交流の場面にしていただければとの主
催者側の想いもあります。この「地域セミナー」は毎年開催を
しておりますが、大変好評を得ております。
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ロッキーカレッジのご案内

ロッキーカレッジ開催報告

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

（公財）静岡県労働者福祉基　金協会からのお知らせ

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料
★ 県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東部：055-922-3715
中部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055
岳南：0545-51-3715

西部：053-461-3715
中東遠：0538-33-3715

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。
お気軽にご利用下さい。

相談ダイヤル
受付は平日
9：00～17：00

暮らし
何でも相談

無料法律
相談会
無料法律
相談会

静岡大学法科大学院で教鞭を執る弁護士が、約1時間皆様のご相談に応じます。
法律に係る諸問題（相続、遺言、離婚、賃貸借、消費者被害等）でお悩みの方、
お気軽にご利用下さい。
開催日：2015年6月27日（土） 会場：ALWFロッキーセンター
募　集：13時00分・14時30分・16時00分　各時間3名計9名（事前予約先着順）
問合せ：ライフサポートセンター西部　電話：054-270-3963（平日9:00～17:00）

【脳いきいき講座を開催】

【テレビニュースの裏側】 自主研究発表セミナー

申込み先
054（273）3000

調査研究事業部　静岡ワークライフ研究

静岡県内における雇用・労働・
人材育成を取り巻く諸問題の
現状と課題に関する調査研究

参加者募集

経済状況が大きく変動する中、静岡県内の雇用情勢も大きく変動し、本県の産業構造も今後大きな転換を迫ら

れることが予測されます。このような状況を受け、2013～2014年は雇用と人材育成の問題に着目し、雇用の現

状と今後の展望、県内企業の人材育成の現状と今後の取り組みなどについて調査研究を行ってまいりました。

本セミナーでは、調査報告を行うと共に多くの方々と議論を深めて行きたいと思っております。

【開 催 日】　2015年4月24日（金）
【開催時間】　13時30分～
　　　　　　（受付開始13時00分）
【開催場所】　ALWFロッキーセンター
　　　　　　（公財）静岡県労働者福祉基金協会「大会議室」
【参加対象者】　一般
【参 加 費】　無料
【参加人数】　70名

日　時：2015/4/22（水）14時00分～16時00分　
場　所：ALWFロッキーセンター　
募　集：80名　参加費：無料　
講　師：株式会社テレビ朝日ならびに静岡朝日テレビ社員
問合せ：ライフサポートセンター中部TEL054-270-3963

【プログラム】
Ⅰ  部　13時40分～14時40分　基調講演
Ⅱ 部　15時00分～16時30分　
パネルディスカッション
★基調講演講師
　独立行政法人労働政策研究・研修機構
　　　　　　　統括研究員　濱口　桂一郎
★パネルディスカッション

認知症の仕組みと予防の為の生活習慣について学びました。講師の志
村先生によると、６５才以上の認知症推定出現率とその予備軍とされる
軽度認知障害の出現率は２８％に上ると言うデータを指摘し、認知症発
症の危険因子は加齢、高齢者の４人に１人以上が当てはまる。その上
で、「本人も苦しいし介護する家族も大変。従って認知症にならないこと
が自分や家族の幸福になる」と予
防の意義を説きました。その一
方、予防薬は無い為、生活習慣か
ら老化以外の危険因子を取除く
べきと説明。早期の発見に努め、
加齢による脳機能の低下に合わ
せた予防や予防効果を確認する
ことが重要だと訴えました。

【風の電話の物語】
岩手県大槌町にあるベルガ―ディア鯨山主宰 佐々木格さんが、自身のライフワーク
である心の復興支援としてはじめた風の電話や森の図書館などのボランティア活動
を紹介。震災などで会えなくなった大切な人に想いを伝える方が多く来訪する風の
電話は、「グリーフケア」の一環になればとの想いから生まれたと言います。電話線が
つながっていなくても、大切な人と想いはつながっている、そう思うことで小さな希望
や夢が生まれ、グリーフ状態から抜け出す一歩にむかうと話しました。また、講演の最
後には、病院で子供たちに読みがたりのボランティアをされる、フリーアナウンサー
上藤美紀代さんが絵本かぜのでんわの朗読をされました。

ニュース番組はどのように作られるのか、テレビ局
の仕組みや、テレビニュースの現場についてお話
しします。普段知ることのできないネットワーク協力
やニュース現場を知ることでニュース番組がもっ
と身近に感じられるかもしれません。

【知っ得情報講座　ネットの落とし穴】

携帯やスマホの普及に伴い増加するインターネット関連
の消費者トラブル。今回は、消費者問題に詳しい司法書
士の山田茂樹先生から、
フィッシングサイト、出会い
系サイト、架空通販サイト
などの詐欺手口と回避方
法を学びました。自分は大
丈夫という思い込みはせ
ず、騙されるかも知れない
との意識を持ち、メールや
サイトへ対処していくこと
が大切だそうです。　

（2/25静岡）

（2/8富士、2/15磐田）
（11/22長泉、11/29静岡、1/31浜松）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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4
事業団体職員・労福協役員へ

4回シリーズ
その

野口　武利

　みなさん、こんにちは。

　裾野地区労福協事務局長の中村です。

私、「労福協だより」に登場するの・・・2回目なんです。

（笑）

　1回目は、2012年秋。地区労福協新会長の紹介で掲載

いただきました。それから、早いもので2年半が経過し

ました。

　裾野地区労福協は、構成組織の事情？で、定期的に会

長→事務局長→副会長とローテーションしており、今

回、縁あって事務局長として「労福協だより」に2度目の

登場となりました。3回目は、副会長で登場？！

　先の2年間、活動拠点となる「裾野地区労福協事務所」

の開設や様々な取り組みを行ってきました。地区労福

協会長として、任を全うすることが出来たのも、事務局

次長の労金裾野支店望月支店長をはじめ、労福協役員・

会員の皆様にお力添えいただき、ともに活動を進める

ことが出来たからです。この場を借りて、改めてお礼申

し上げます。

　ここからは、裾野地区労福協について紹介させてい

ただきます。

　裾野地区労福協は21会員、約12,000名で構成されて

います。

　会員からの会費徴収は行わず、県労福協や行政から

の助成金等、限られた予算で活動を行っている県内で

も珍しい地区です。

　社会貢献活動として、市内全域でのカーブミラー清

掃やクリーンキャンペーン（ゴミ拾い）、世界遺産であ

る富士山清掃等の実施、地域の福祉向上活動として、裾

野市長への行政要望や顧問議員による行政報告会等を

通じ、勤労者の声を市政に反映できるよう働きかけを

行っています。

中村　和孝さん
裾野地区労福協　事務局長

出身組織：トヨタ自動車東日本労組
役 職 名：支部長

①趣　味：毎日のワンクリックで「フードバンクふじのくに」の応援（趣味というより日課） 
②モットー：情けは人の為ならず 
③最近感動したこと：同郷の先輩が近所に住んでいたこと
④最近失敗したこと：その先輩の名前を聞かなかったこと

ナカムラ　   　　カズタカ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.16

人物登場 運動継承！

贈る言葉

　
戦
後
七
十
年
、
と
も
か
く
安
穏
に
暮

ら
し
て
来
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
良
か
っ

た
の
か
、
今
年
こ
そ
じ
っ
く
り
と
振
り

返
っ
て
見
よ
う
と
、
多
く
の
国
民
が
考

え
て
い
た
で
し
ょ
う
に
・
・
・
。

　
暮
か
ら
正
月
に
か
け
て
、
イ
ス
ラ
ム

国
と
名
乗
る
テ
ロ
集
団
に
、
日
本
の
二

人
の
青
年
が
殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
実
は
、
こ
れ
に
似
た
よ
う
で
全
く
逆

な
事
件
が
、
日
本
で
あ
り
ま
し
た
。
四

十
年
程
前
の
事
で
す
。

　
幼
稚
な
新
左
翼
の
グ
ル
ー
プ
が
、
企

業
爆
破
や
誘
拐
、
殺
人
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
等
を
し
で
か
し
、
世
界
に
迷
惑
を
か

け
た
事
が
あ
り
ま
す
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
首
都
ダ
ッ
カ

で
日
航
機
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
、
裁

判
中
の
仲
間
の
釈
放
と
、
身
代
金
六
○

○
万
ド
ル
を
政
府
に
要
求
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
一
年
、
福
田
赳
夫
総
理
の
時

で
す
。

　「
人
の
命
は
地
球
よ
り
重
い
」、
の
名

台
詞
を
残
し
て
要
求
を
全
て
呑
み
、
パ

レ
ス
チ
ナ
の
ゴ
ラ
ン
高
原
ま
で
送
り
届

け
ま
し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
国

民
は
怒
り
、
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
で

空
軍
司
令
官
が
殺
害
さ
れ
た
程
で
す
。

ゴ
ラ
ン
高
原
に
は
イ
ス
ラ
ム
の
青
年
達

が
、
ゲ
リ
ラ
や
テ
ロ
を
行
う
訓
練
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
二
十
億
円
余
の
資
金
は
、

大
い
に
役
立
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
青
年
達
の
中
に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
の
大
富
豪
の
息
子
ウ
サ
マ
・
ビ
ン
・

ラ
ー
デ
ィ
ン
が
居
た
よ
う
で
す
。
父
親

の
建
設
会
社
を
譲
り
受
け
る
と
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
に
、
レ
ベ

ル
の
高
い
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
建
設
、
後

に
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
（
米
国
の
国
防
総
省
）

や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
の
破
壊
に
つ
な
が
り
、
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
を
し
て
、「
こ
れ
は
、
最
早
テ
ロ

で
は
な
い
、
戦
争
だ
！！
」
と
叫
び
世
界

を
震
え
あ
が
ら
せ
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
敗
戦
と
同
時
に
、
近
現

代
の
歴
史
を
直
視
す
る
勇
気
を
失
い
、

反
米
、
反
安
保
、
反
独
占
、
反
帝
国
等
々

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で
問
題
の
本
質
を

う
や
む
や
に
し
て
来
た
事
が
、
今
日
の

行
き
詰
ま
り
や
、
逃
げ
口
上
に
な
っ
て

し
ま
う
事
に
、
も
う
気
づ
く
べ
き
で
す
。

　
世
界
で
一
番
早
く
文
明
が
開
花
し
、

　事業団体職員・労福協役員へ贈る言葉は、4人目の寄稿者となります。
　現在、藤枝市に在住の「野口武利」さんは県労福協の副会長として1980年から1991年、
会長として1991年から2003年までの長きにわたり県労福協で活躍された方です。野口さんは
大所高所からものを見る事ができる方であり、バイタリティーある方だと聞いています。

白
人
社
会
の

終
焉
か
。

宗
教
が
育
ち
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・

イ
ス
ラ
ム
教
が
、
長
い
間
共
存
し
て
来

た
の
に
、
僅
か
一
○
○
年
か
二
○
○
年

程
前
か
ら
崩
れ
は
じ
め
、
植
民
地
化
、

被
植
民
地
化
が
、
地
球
規
模
で
は
じ
ま

り
、
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦
の
遠

因
を
作
り
、
中
東
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
全

土
に
わ
た
る
様
々
な
怨
念
を
残
し
、
今

で
も
続
い
て
い
る
火
種
を
・
・
・
・
・

と
云
う
風
に
理
解
し
な
い
と
、
こ
の
地

域
で
お
こ
っ
て
い
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

の
全
体
像
と
、
時
間
の
長
さ
が
見
え
て

来
ま
せ
ん
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
白
人
達
が
、
中
東
の

イ
ス
ラ
ム
人
達
と
、
ど
ん
な
付
合
い
方

を
し
、
何
を
し
て
来
た
の
か
を
理
解
し

た
上
で
、
ゆ
っ
く
り
考
え
る
し
か
無
い

の
か
し
ら
。

　
日
本
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
が
い
ま
す
。
人
口
二.

五
億
人
、八
○
％

が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
。

　
日
本
と
同
じ
よ
う
に
民
主
主
義
で
昨

年
の
大
統
領
選
挙
で
、
政
権
が
交
替
し

ま
し
た
。「
暴
力
で
は
な
く
！！
」
何
故
、

中
東
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
違
う
の
か
し

ら
。

　
日
本
に
と
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

ど
う
向
き
合
う
か
、
非
常
に
大
事
な
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　（
一
年
間
、
寄
稿
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

　また、会員相互の親睦を図る活動として、ボウリング

大会等のレクリエーション活動も行っています。

　昨年からは、「フードバンクふじのくに」の活動支援

として、イベント毎にフードドライブや会員組織内で

の食品の持ち寄り活動等も行っています。

　年々、行政からの助成金が減少するなか、会費徴収も

検討しなければならないかもしれませんが、今後も、限

られた予算の中でできる活動を精一杯実施していきた

いと思います。

　最後に、私の日課を紹介します。

　ALWFセミナーで講師の方から紹介いただいた

「gooddo」サイトで、毎日1回「フードバンクふじのく

に」を応援（ワンクリック）しています。

　皆さんも毎日のワンクリックで社会貢献はいかがで

すか？？

gooddo　フードバンクふじのくにサイト

http://gooddo.jp/gd/group/fbfujinokuni

【参考】gooddoホームページより引用
gooddo(グッドゥ)とは？
gooddoは自分の応援したい社会貢献団体を、誰でも、今すぐ、簡単に無
料で支援することができるソーシャルグッド※プラットフォームです。
※ソーシャルグッド
社会貢献に類する活動を支援・促進するソーシャルサービスの総称、ま
たは、そうしたサービスを通じて社会貢献活動を促進する取り組みのこ
と。 ソーシャルグッドの「グッド」（good）には「善」や「徳」、「良い行い」と
いった意味合いがある。　

皆さんも毎日の
ワンクリックで社会貢献は

いかがですか？？

し
ゅ
う
え
ん
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清水地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

伊東熱海地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

中遠地域労福協 地域・地区労福協活動紹介

湖西地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

　
湖
西
地
区
労
福
協
の
幹
事
会
に
お
い
て

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」の
活
動
に

協
賛
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
、参
画
に

向
け
た
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
2
0
1
4

年
5
月
の
こ
と
で
し
た
。会
員
組
合
企
業
へ

の
災
害
備
蓄
食
糧
品
の
事
前
調
査
と
提
供

依
頼
、ま
た
湖
西
市
へ
の
協
力
要
請
を
念
頭

に
、市
長
へ
行
政
要
望
の
場
で
依
頼
を
す
る

な
ど
、本
格
的
な
始
動
に
向
け
て
一
歩
一
歩

準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
の
地
道
な
準
備
が
実
を
結
び
、活
動
を

始
め
て
か
ら
6
ヶ
月
後
の
2
0
1
4
年
　

月
に
は
、湖
西
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
お

ぼ
と
）へ
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ

設
置
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。公
共
施
設

へ
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
常
設
さ
れ
る
の
は
静
岡

県
内
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
2
0
1
5
年
1
月
　
日（
水
）に
回
収
Ｂ

Ｏ
Ｘ
の
設
置
式
を
開
催
し
、当
日
は
三
上
湖

西
市
長
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
木

下
副
理
事
長
、楠
湖
西
市
議
会
議
員
、そ
の

他
湖
西
市
役
所
の
部
課
長
の
方
々
な
ど
多

く
の
方
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
三
上
湖
西
市
長
を
は
じ
め
湖
西
市
役

所
の
方
々
に
、活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
全

面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。

　
湖
西
地
区
労
福
協
と
し
て
の
活
動
は

や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
状
態

で
す
。回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
す
る
こ
と
が
目

的
で
な
く
、こ
の
活
動
が
食
を
大
事
に
す
る

と
い
う
意
識
向
上
と
、困
っ
て
い
る
方
た
ち

へ
の
助
け
と
な
れ
る
よ
う
、湖
西
地
区
労
福

協
は
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
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み
、運
用
、設
立
趣
意
、支
援
実
績
な
ど
に
つ

い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
さ
れ

た
方
々
へ
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
支
援
取
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、更
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
講
演
後
は
、江
田
事
務
局
長
が
乾
杯
の
音

頭
を
取
っ
て
第
二
部
の
懇
親
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。懇
親
会
で
は
、木
部
副
会
長
の
進

行
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
毎
の
チ
ー
ム
対
抗
で

ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、参
加
者
の
皆
様

に
賞
品
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

閉
会
の
辞
は
岡
崎
副
会
長
よ
り
述
べ
、盛
会

の
う
ち
に
新
春
の
つ
ど
い
を
終
了
し
ま
し

た
。

　
本
新
春
の
つ
ど
い
に
て
、フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
を
実
施
し
、　
点
　
㎏
の
食
品
を
参
加
者

の
皆
様
よ
り
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加

さ
れ
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
１
月
　
日（
火
）「
２
０
１
５
年
新

春
の
つ
ど
い
」を
、労
福
協
各
会
員
よ

り
　
名
の
参
加
者
を
得
て
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
熱
海
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、江
田
事
務
局
長
の
司

会
で
進
行
、小
島
副
会
長
が
開
会
の

辞
を
述
べ
、青
木
会
長
よ
り
当
地
区

労
福
協
の
活
動
を
報
告
し
、「
今
年
も

昨
年
と
同
様
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。続
い

て
、来
賓
と
し
て
開
催
地
で
あ
る
熱

海
市
の
田
邉
副
市
長
に
挨
拶
い
た
だ

い
た
後
、県
労
福
協
の
金
指
専
務
理

事
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
歴
史
、し
く

27
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1
月
　
日
、磐
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
中
遠

地
域
労
福
協
主
催
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨

の
米
山
理
事
長
を
招
き
、「
未
来
に
つ
な
が
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。鳥
居
会
長
は
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
対
し
て
強
い
想
い
が
あ
り
米
山
理

事
長
を
今
回
の
講
師
と
し
て
招
き
ま
し
た
。

　
米
山
理
事
長
の
講
演
の
中
で
は
、最
初
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
で「
フ
ー
ド
バ

ン
ク
山
梨
」の
活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
た「
お
な

か
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い 

〜
緊
急
調
査
・
子
ど
も

の
貧
困
〜
」ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

ビ
デ
オ
の
中
で
は
経
済
的
な
理
由
で
、お
な
か

い
っ
ぱ
い
食
べ
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
い
る
現
状
が
写
し
出
さ
れ
て

16

い
ま
し
た
。こ
の
ビ
デ
オ
の
中
で
出
て
き
た
中

学
生
は
、体
が
痩
せ
細
っ
て
い
て
本
当
に
何
も

食
べ
て
い
な
い
姿
に
驚
き
ま
し
た
。

　
米
山
理
事
長
の
講
演
は
大
変
わ
か
り
や
す

く
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
意
義
、フ
ー
ド
バ
ン

ク
山
梨
の
行
っ
て
い
る
事
業
、特
に
年
齢
の
低

い
子
ど
も
を
抱
え
て
い
る
母
子
世
帯
が
貧
困
に

な
り
や
す
い
こ
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま

た
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
は
、「
生
活
困
窮
者
へ

の
食
料
支
援
だ
け
で
な
く
、行
政
へ
の
政
策
提

言
や
自
立
支
援
事
業
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
」

こ
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
方
か
ら
、米
山
理
事
長
の
講
演
を

聞
き
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
意
義
が
良
く
わ

か
り
、目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
と
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、中
遠
地
域
労
福
協
で
は
参
加
者
に
対

し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
の
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
し
た
。当
日
は
1
3
0
名
余
の
参
加
が

あ
り
、多
く
の
方
に
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
余
剰

食
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
様
の
暖
か

い
気
持
ち
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
1
月
　
日(

土)

【
２
０
１
４
年
度
清

水
地
区
労
働
団
体
役
員
合
同
セ
ミ

ナ
ー
】が
ろ
う
き
ん
清
水
支
店
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
静
岡
県
労
福
協
金
指
専

務
理
事
に
よ
る
、【
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ

の
く
に
】の
紹
介
を
い
た
だ
き
、次
に
林

県
議
会
議
員
に
よ
る
県
政
報
告
、新
政

会
所
属
の
市
議
会
議
員
に
よ
る
県
政
報

告
お
よ
び
市
長
評
価
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、市
議
会
議
員
を
交
え
、【
魅
力

あ
る
街
と
は
】を
テ
ー
マ
に
し
て
、分
散

会
形
式
で
の
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し

た
。分
散
会
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
思
う
静

岡
市
の
未
来
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
さ

れ
ま
し
た
。最
後
に
各
グ
ル
ー
プ
の
発

表
者
か
ら
報
告
い
た
だ
き
、各
グ
ル
ー

プ
の
意
見
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、場
所
を
ホ
テ
ル

シ―

グ
ラ
ン
デ
清
水
に
移
し
、来
賓
を

交
え
懇
親
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
日
頃
会
う
こ
と
が
な
い
メ
ン
バ
ー
で

最
初
は
緊
張
気
味
で
し
た
が
お
酒
も
入

り
、徐
々
に
打
ち
解
け
、ビ
ン
ゴ
大
会
も

含
め
楽
し
い
時
間
を
す
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、清
水
地
区
の
和
気
藹
々
と
し
た
雰

囲
気
、ま
た
組
合
の
活
力
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
と
て
も
良
い
刺
激
に
な

り
ま
し
た
。今
後
も
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、清
水
地
区
の
結
び
つ

き
を
更
に
強
く
し
て
い
き
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
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中遠地域労福協

トップセミナー開催

食品を入れる三上湖西市長と
テレビ静岡の取材カメラ

設置式での集合写真

米山理事長

回収BOX設置

２０１４年度

開催清水地区労働団体役員合同セミナー

２
０
１
５
年
新
春
の
つ
ど
い
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アドレスが変わりました！

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

〔静岡県労働者共済生活協同組合〕
全労済静岡県本部 東部支所（共済ショップ沼津店）・・・・・・・ 〒410-0046 沼津市米山町11-24　　　　☎055-923-1755

中部支所（共済ショップ静岡店）・・・・・・・ 〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　　☎054-254-3312
西部支所（共済ショップ浜松店）・・・・・・・ 〒430-0929 浜松市中区中央3-15-37  ☎053-453-5888

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○島　田　市　　浅見　早苗　様
○磐　田　市　　石貝　祐子　様
○周智郡森町　　南沢佳緒里　様
○浜　松　市　　鈴木　智行　様
○浜　松　市　　坪井喜美代　様

（１） B： 26回
（２） A： 風の電話の物語
（３） A：10回

応募総数67通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた
方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

（１）裾野地区労福協の事務局長の中村さんの趣味は？
　　Ａ．毎日のワンクリック　B．スポーツ観戦　C．読書

（２） 2月16日、ロッキーセンター会議室で開催された
　　「一歩前進」した会議は？
　　Ａ．勤労者福祉事業連絡会議　
　　Ｂ．県労福協幹事会
　　Ｃ．ワンクリック対策会議
（３）３月４日（水）静岡地域・静岡地区労福協新事務
　　所の開所式が行われました。丸伸ビルの何階に事
　　務所があるか？
　　Ａ．２階　Ｂ．　3階　Ｃ．5階

ホームページからの応募も可能です

■締 切 日　２０１5年5月30日（土）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

2,000円をゲットしよう！
■「フードバンクふじのくに」の取組みについて、支援を必要と
している人が多くいると思います。私も協力したいと思います
が、受付け窓口がまだ少ないため、これから取組みが広がって
いくといいな、と思いました。　　　　　　　富士宮市　渋谷様

■浙江省特別友好訪中の報告を読みました。日中関係はなか
なか良くなる気配がありませんが、日本で暮らす中国出身の方
はとても勉強熱心で誠実な人が多いと感じています。民間レベ
ルでの交流、あきらめずに続けてゆきたいですね。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　磐田市　小笠原様

■昨年浜松で行われた労福協祭りの写真に家康くんを見つ
けました。今年は浜松にて“ゆるキャラグランプリ”を開催される
様で、家康くんも出場予定だとか。このような地元イベントで、街
中がにぎわう事を期待します。　 　　　　 浜松市　植村様

■特に興味を持って拝見したのは、ロッキー奨学金の記事で
す。家庭環境が厳しい中でも、積極的に学ぼうとする若者を支
援するとてもすばらしい制度です。奨学生の方 に々はこの制度
を通じて労働金庫の非営利精神を社会に出ても実践して頂き
たいと思いました。　　 　　　　　　　湖西市　 菊池様

■ロッキーカレッジ『風の電話の物語』
佐々木格さんがはじめたというロッキーカレッジ。傷ついた心をい
やしてあげたいと電話ボックスを設置するなんて、思いつきもしま
せんでした。大切な人を亡くして傷ついている人は今まわりにい
ないけど、もしいて、その人が『話したい』と感じたら、この電話の
ように心の耳で傾聴してあげたいと思いました。
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　沼津市　大塚様

縁あって、労福協の事務員としてお仕事をさせていただい
て、早１年半が経ちました。苦手だったエクセルや、事務局
員のブログ等、勉強になる事ばかりです。また、退福協やグ
リーン友の会の行事に参加することにより、会の皆様との
交流も深まり楽しくお手伝いをさせていただき、大変感謝
しております。今後は会員数の増加と気軽に立ち寄れる事
務所を目指して頑張ります。

氏　名／谷元　朋子
血液型／ B 型
趣　味／ガーデニング、
　　　紅茶

たにもと　　　ともこ

（裾野地区労福協担当）
事務局員紹介
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旅

団体旅行
研修・会議
宿泊プラン
受託取扱企画旅行

世界の
おみやげ屋
さん

傷害
保険

火災
保険

自動車
保険

旅行プラン
宿泊先手配
添乗サービス

海外も国内も
じっくり注文
ゆっくり旅行

QUO
カード

ジェフ
グルメカード

UC
ギフトカード

贈答用の定
番品

〒422-8067静岡市駿河区南町11-22 静岡労働会館3F
TEL 054（203）6877（代）
FAX 054（203）6878

http://www.union-travel.co.jp

損害保険損害保険

ギフトギフト

東日本復興
支援

プロジェク
ト展開中

イベント・記念品には
レディメイドカード
オリジナルカード

JTB旅行券
えらべるギフト
たびもの撰華簡単 迅速 安心

静岡ユニ
オントラ

ベル

オンライン
ショップ静岡ユニオ

ントラベル
の

オンライン
ショップ

様々なご要
望に対応し

ております

東海軒
東海軒大鉄フード
しずきゅう
天神屋
自笑亭

お弁当

全品
10％OFF

イベント
チケット

チケット

演劇、コンサート
※利用者制限有

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Spring

春号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.16

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

静岡地域・地区拠点事務所オープン
全労済住まいる共済が発売
「もったいない」を「ありがとう」へ変える
勤労者福祉事業連絡会議

第10回 チャレンジ 川柳表彰式
福祉基金協会からのお知らせ
ALWF

（株）静岡ユニオントラベル

皆さんも毎日の
ワンクリックで社会貢献は

いかがですか？？




